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1.  平成25年3月期の連結業績（平成24年3月21日～平成25年3月20日） 

 

(2) 連結財政状態 

 

(3) 連結キャッシュ・フローの状況 

  

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 18,824 0.0 870 12.6 782 13.2 598 8.0
24年3月期 18,824 12.3 772 ― 690 ― 554 ―

（注）包括利益 25年3月期 870百万円 （25.1％） 24年3月期 695百万円 （―％）

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり

当期純利益
自己資本当期純利益

率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

25年3月期 41.27 ― 7.9 3.9 4.6
24年3月期 38.20 ― 8.1 3.4 4.1

（参考） 持分法投資損益 25年3月期  ―百万円 24年3月期  ―百万円

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 19,641 8,020 40.8 553.09
24年3月期 20,217 7,223 35.7 498.07

（参考） 自己資本   25年3月期  8,020百万円 24年3月期  7,223百万円

営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

25年3月期 1,964 △240 △1,624 481
24年3月期 1,399 145 △1,456 373

2.  配当の状況 

 

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

24年3月期 ― 0.00 ― 5.00 5.00 72 13.1 1.1
25年3月期 ― 0.00 ― 8.00 8.00 116 19.4 1.5
26年3月期(予想) ― 0.00 ― 8.00 8.00 27.6

3. 平成26年3月期の連結業績予想（平成25年3月21日～平成26年3月20日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 9,000 1.4 420 △33.0 400 △33.9 200 △57.2 13.79
通期 19,000 0.9 810 △6.9 720 △7.9 420 △29.8 28.96



※  注記事項 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更  ： 無
② ①以外の会計方針の変更  ： 無
③ 会計上の見積りの変更  ： 無
④ 修正再表示  ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期 15,595,050 株 24年3月期 15,595,050 株
② 期末自己株式数 25年3月期 1,093,042 株 24年3月期 1,093,042 株
③ 期中平均株式数 25年3月期 14,502,008 株 24年3月期 14,502,008 株

（参考）個別業績の概要 

平成25年3月期の個別業績（平成24年3月21日～平成25年3月20日） 

 

(2) 個別財政状態 

  

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期 16,718 △0.8 744 13.0 685 7.7 539 △0.1
24年3月期 16,845 13.0 658 ― 636 ― 540 ―

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

25年3月期 37.23 ―
24年3月期 37.28 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期 19,240 8,002 41.6 551.82
24年3月期 19,942 7,370 37.0 508.26

（参考） 自己資本 25年3月期  8,002百万円 24年3月期  7,370百万円

※ 監査手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は、金融商品取引法に基づく監査手続の対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続が実施中です。 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資
料３ページをご覧ください。 
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（１）経営成績に関する分析 

 ①当期の経営成績 

当連結会計年度におけるわが国経済は、引き続く円高や海外経済の減速などの景気下振れリスクがあるなか、

震災の復興需要などを下支えとして緩やかな回復傾向を見せておりましたところ、昨年末の政権交代と前後して円

安株高の基調に転じ、本格的な景気回復を期待させる様相となりました。 

当社グループが関係する業界におきまして、オート機器および住設機器の分野では、設備投資に回復傾向が見

られ、堅調に推移いたしました。一方、情報機器の分野では、一部に回復傾向が見られたものの、市場での激しい

価格競争に晒され、厳しい状況が続いております。また、生活機器の分野では、個人消費の低迷が続いており、市

場での厳しい価格競争も加わって、減収傾向のまま推移いたしました。 

 こうした状況にあって当社グループは、一昨年再編した事業本部制のもと、徹底した合理化・効率化による経費

削減に加え、製品の開発から販売までプロセスの最適化による生産性の向上に努めてまいりました。また、顧客視

点に立った商品開発とビジネス展開をはかるべく、企業体質の改善と人材育成に努めてまいりました。 

その結果、当連結会計年度の売上高は188億２千４百万円（前期比0.0％増）、営業利益は８億７千万円（前期

比12.6％増）、経常利益は７億８千２百万円（前期比13.2％増）、当期純利益は５億９千８百万円（前期比8.0％

増）となりました。 

セグメント別の業績は、次のとおりであります。 

（オート機器事業） 

 主要製品の門型洗車機は、激しい価格競争に晒されながらも、ＳＳ業界の大手顧客の積極的な投資に加えて、新

規顧客開拓が進み、また、カーディーラーの整備効率向上を目指した投資が増加したことから、前年度実績を大き

く上回りました。また、オイル機器では、政府の復興施策に伴うローリーの需要増が効を奏して堅調に推移しまし

た。この結果、オート機器事業全体の売上高は102億８千７百万円（前期比4.9％増）となりました。 

（情報機器事業） 

 一般店舗向け小型表示機およびアミューズメント業界向けフルカラー表示機におきましては、震災後の節電意識

等の影響で需要が低迷し苦戦いたしましたが、ＳＳ業界向け価格看板は復興需要の影響もあって販売数量を伸ばし

ました。また、官公需向け情報板の関係では、各種道路情報板に加え、新たに海岸高潮情報板も納入いたしまし

た。この結果、情報機器事業全体の売上高は27億３千３百万円（前期比3.9％減）となりました。 

（生活機器事業） 

 東日本大震災の復興需要も一段落し、長引く個人消費の低迷と消費者の低価格志向、加えて海外商品との価格競

争により、調理家電を含めた一般家庭向け商材については、厳しい状況が続きました。また、農家向け商材の主要

商品である農産物低温貯蔵庫は、市場全体が伸び悩むなか、競合他社との価格競争により苦戦を強いられました。

この結果、生活機器事業全体の売上高は40億４千４百万円（前期比10.7％減）となりました。 

（住設機器事業） 

 子会社の株式会社ニューストが行う事業で、木・アルミ複合サッシおよび反射板式消音装置の製造・施工が主な

事業であります。主要取引先である建設業界は、公共投資の減少や低価格競争の慢性化などにより、依然として低

調なまま推移しております。しかし、前期からの受注残が実績となり、また期中での受注・売上物件が確保できた

ことから、住設機器事業全体の売上高は16億１千万円（前期比8.3％増）となりました。 

（その他の事業） 

 その他の事業は、長野市内で展開しております「長野リンデンプラザホテル」の運営事業および保険代理業、不

動産管理・賃貸業であります。ホテル業については、長野市内での競合が激化し厳しい状況が続いております。こ

の結果、その他の事業全体の売上高は１億４千９百万円（前期比4.0％減）となりました。 

１．経営成績・財政状態に関する分析
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  ②次期の見通し 

 次期の見通しにつきましては、政府による経済対策および金融政策によりデフレ脱却と景気浮揚への期待が高ま

る一方で、欧米諸国の財政不安や新興国経済の減速による景気下振れ懸念など不安要素も山積しており、先行き不

透明感は払拭されない状況が続くものと思われます。 

 当社グループ関連業界におきましては、個人消費環境が好転するまでには、なお時間を要するものと予想され、

また、円安や原油・原材料の価格上昇などにより、引き続き厳しい収益環境で推移するものと思われます。 

 このような状況におきまして当社グループは、グループ全体最適の理念のもと、安定した財務基盤の確立・維持

に向け的確な生販調整による在庫削減や、生産性の向上および徹底した合理化をはかり、収益力向上に努めてまい

る所存であります。 

 セグメント別では、オート機器事業につきましてはエコカー補助金終了の反動やＳＳ地下タンク規制に伴う改修

の影響等により、門型洗車機の買い換え需要は減少するものと予想しておりますが、新機種投入、提案型営業の推

進や細やかなサービスの提供など、更なる営業力の強化により前年度並みの売上を見込んでおります。 

 情報機器事業におきましては、引き続き官需ルートの拡充、省エネタイプのＬＥＤ表示機の販売促進および新機

種投入により、売上の伸長を見込んでおります。 

 また、生活機器事業では、個人消費の低迷や競合他社との低価格競争の継続等、市場環境改善の兆しが見えませ

んが新機種投入および徹底した合理化推進により競争力の強化をはかり、若干の増収を見込んでおります。 

 一方、当社グループの子会社が係る住設機器事業におきましては、前年度に引き続き受注残は積み上がってお

り、若干の工事完成時期の遅延は想定されるものの、着実な売上拡大と収益改善が進むものと見込んでおります。

 以上により、次期の通期連結業績の見通しにつきましては、売上高190億円、営業利益８億１千万円、経常利益

７億２千万円、当期純利益４億２千万円を見込んでおります。 

  

（２）財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

当連結会計年度の総資産は、前連結会計年度に比べ５億７千５百万円減少し196億４千１百万円となりました。

流動資産は５億３千８百万円減の101億１千９百万円、固定資産は３千６百万円減の95億２千１百万円となりまし

た。資産減少の主な要因は、売上債権の減少によるものです。 

当連結会計年度の負債の合計は、前連結会計年度に比べ13億７千３百万円減少し116億２千万円となりました。

流動負債は８億９千万円減の87億１千７百万円、固定負債は４億８千３百万円減の29億２百万円となりました。負

債減少の主な要因は、借入金の減少によるものです。 

当連結会計年度の純資産合計は、前連結会計年度に比べ７億９千７百万円増加し、80億２千万円となりました。

  

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ１億８百

万円増加し、４億８千１百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は、19億６千４百万円（前年同期比５億６千４百万円の増加）となりました。主な

要因は、仕入債務の減少額１億７千万円により資金が減少した一方、税金等調整前当期純利益７億７千８百万円、

減価償却費４億３千５百万円を計上したことや、売上債権の減少額５億８千１百万円等により資金が増加したこと

によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、２億４千万円（前年同期は１億４千５百万円の獲得）となりました。主な要因

は、投資有価証券の売却による収入２千４百万円により資金が増加した一方、有形固定資産の取得による支出２億

２千万円により資金が減少したことによるものであります。 

エムケー精工㈱（5906）　平成25年３月期　決算短信

－ 3 －



（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、16億２千４百万円（前年同期比１億６千７百万円の増加）となりました。主な

要因は、長期借入金による収入11億円により資金が増加した一方、短期借入金の純減額13億８千万円と長期借入金

の返済による支出12億３千４百万円により資金が減少したことによるものです。 

なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは、次のとおりであります。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い 

※各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により計算しています。 

※株式時価総額は自己株式を除く発行済株式をベースに計算しております。 

※キャッシュ・フローは、営業活動によるキャッシュ・フローを利用しています。 

※有利子負債は連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としており

ます。 

     

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

 当社グループは株主の皆様への適切な利益還元を重要な政策と位置づけ、財務体質の強化を図りつつ業績を加味

した利益還元を実施していくことを基本方針としております。 

 当事業年度の期末配当金につきましては、この基本方針および今後の事業展開などを勘案しまして、前期と比べ

て３円増配の１株当たり８円を予定しております。 

 また、次期の配当につきましては、期末配当金として１株当たり８円を予定しております。   

   平成23年３月期  平成24年３月期  平成25年３月期 

 自己資本比率  31.5％  35.7％  40.8％ 

 時価ベースの自己資本比率  12.7％  28.4％  29.4％ 

 キャッシュ・フロー対有利子 

 負債比率 
 19.5年  6.6年  3.9年 

 インタレスト・カバレッジ・ 

 レシオ 
 3.0倍  9.4倍  17.8倍 
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（１）会社の経営の基本方針 

 当社グループは、企業理念「求・消・営」のもと、お客様（消費者）をすべての中心に据え、お客様に求められる

製品を販売および営業することに努めてまいりました。また、開発から製造・販売までの一貫体制による「自社考

案・自社販売」を基本方針として、研究開発型企業を志向しております。  

 なお、当社グループを取り巻く環境は益々変化しており、様々な分野において顧客ニーズやビジネスモデルが多様

化しております。こうした変化や多様化に敏感かつ柔軟に適応すべく、モノづくりとサービス提供との高度な融合に

チャレンジし続けてまいります。 

  

（２）目標とする経営指標 

 当社グループは、グループとしての全体最適を図る中での収益力向上を重点課題としており、また財務とのバラン

スに注視しております。したがって、経常利益および自己資本の充実を重要な要素と捉え、経営指標としては、売上

高経常利益率５％、自己資本比率45％を目標にしてまいります。 

  

（３）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

今後の経済見通しは、政府や日銀による景気対策もあって国内景気の回復が期待されるものの、円安に伴う原材

料の上昇や予定される消費税増税の影響が懸念され、また海外では、未だ燻る欧州債務危機、不穏な中東情勢、新興

国経済の減速傾向など、数々の景気下振れリスクが潜んでおり、今後も不透明な状況が続くものと予想されます。 

当社グループは、こうした経済情勢に過度に左右されることなく、本質的かつ構造的に健康な企業へと体質改善

をはかるため、以下の課題に取り組んでまいります。 

①新しいビジネスをデザインする  

お客様の視点に立った発想で、新しいビジネスを全社戦略の観点からデザインし、そのビジネスを具現化し

てまいります。 

②コミュニケーションの改善  

本社工場と支店等とのコミュニケーションギャップを埋め、ニッチな顧客ニーズを汲み取り、またトラブル

やクレームの削減をはかります。  

③アフターサービスの顧客満足度向上  

メンテナンス担当におけるアクションプランを定めて実践し、常に顧客満足度に留意したアフターサービス

に努めます。  

④筋肉質な人的リソースの再構築  

新卒・中途を問わない積極的な人材採用、グループ全体での人員配置の最適化、ならびに人事評価システム

および人材研修・開発の再構築を行います。  

⑤コスト削減、財務基盤強化  

在庫削減、合理化およびＶＡ（価値分析）を徹底すると共に、為替変動や金利上昇などの外部環境変化や各

事業の進捗に連係した財務対策により、持続的成長に資する財務基盤を構築いたします。 

  

２．経営方針
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３．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月20日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,431,977 1,540,003

受取手形及び売掛金 4,462,698 3,910,504

商品及び製品 1,343,222 1,397,452

仕掛品 1,195,648 1,211,843

原材料及び貯蔵品 1,941,668 1,770,055

繰延税金資産 191,435 187,084

未収入金 51,491 40,537

その他 62,621 81,921

貸倒引当金 △23,208 △20,240

流動資産合計 10,657,555 10,119,163

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 10,435,225 10,605,387

減価償却累計額 △7,517,440 △7,745,530

建物及び構築物（純額） 2,917,785 2,859,857

機械装置及び運搬具 3,279,925 3,402,771

減価償却累計額 △2,962,027 △3,140,736

機械装置及び運搬具（純額） 317,898 262,034

土地 2,981,164 2,981,164

リース資産 234,332 253,662

減価償却累計額 △129,691 △161,445

リース資産（純額） 104,640 92,216

建設仮勘定 1,450 4,575

その他 1,666,565 1,679,304

減価償却累計額 △1,613,679 △1,637,385

その他（純額） 52,885 41,918

有形固定資産合計 6,375,824 6,241,767

無形固定資産   

のれん 1,165,907 1,057,042

リース資産 11,507 23,165

その他 507,568 505,715

無形固定資産合計 1,684,984 1,585,923

投資その他の資産   

投資有価証券 1,363,845 1,567,999

長期貸付金 26,700 25,140

繰延税金資産 5,405 4,905

その他 244,704 229,178

貸倒引当金 △143,738 △133,735

投資その他の資産合計 1,496,917 1,693,487

固定資産合計 9,557,726 9,521,178

繰延資産 1,937 966

資産合計 20,217,219 19,641,308
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(平成25年３月20日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,191,633 1,030,272

短期借入金 4,340,000 2,960,000

1年内返済予定の長期借入金 1,229,810 1,637,843

未払金 2,388,728 2,490,303

リース債務 33,872 34,535

未払法人税等 80,558 170,934

賞与引当金 216,400 252,220

製品補償対策引当金 60,000 54,492

その他 66,890 87,004

流動負債合計 9,607,894 8,717,606

固定負債   

社債 100,000 100,000

長期借入金 2,833,384 2,290,561

リース債務 87,654 86,334

繰延税金負債 125,036 159,547

退職給付引当金 230,427 256,153

その他 9,800 10,150

固定負債合計 3,386,303 2,902,747

負債合計 12,994,198 11,620,353

純資産の部   

株主資本   

資本金 3,373,552 3,373,552

資本剰余金 2,951,143 2,951,143

利益剰余金 1,893,892 2,419,826

自己株式 △510,121 △510,121

株主資本合計 7,708,466 8,234,400

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △96,533 59,150

繰延ヘッジ損益 8,788 17,390

為替換算調整勘定 △397,699 △289,987

その他の包括利益累計額合計 △485,444 △213,446

純資産合計 7,223,021 8,020,954

負債純資産合計 20,217,219 19,641,308
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書 
（連結損益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成25年３月20日) 

売上高 18,824,252 18,824,871

売上原価 13,240,101 12,989,389

売上総利益 5,584,150 5,835,481

販売費及び一般管理費   

販売促進費 232,993 268,878

倉敷料 21,021 19,563

発送運賃 495,790 487,526

広告宣伝費 80,792 66,841

貸倒引当金繰入額 2,017 625

役員報酬及び給料手当 1,985,072 2,086,223

賞与引当金繰入額 108,407 134,509

減価償却費 130,605 123,695

のれん償却額 108,864 108,864

その他 1,645,989 1,668,569

販売費及び一般管理費合計 4,811,555 4,965,298

営業利益 772,595 870,182

営業外収益   

受取利息 3,817 1,045

受取配当金 19,921 20,166

その他 87,755 49,645

営業外収益合計 111,495 70,856

営業外費用   

支払利息 142,376 110,878

為替差損 19,747 28,622

その他 31,107 19,379

営業外費用合計 193,231 158,880

経常利益 690,859 782,158

特別利益   

投資有価証券売却益 － 354

貸倒引当金戻入額 9,849 －

固定資産売却益 378 135

特別利益合計 10,228 489

特別損失   

固定資産除売却損 327 3,706

投資有価証券売却損 － 32

投資有価証券評価損 121,289 6

貸倒損失 945 －

貸倒引当金繰入額 11,360 －

特別損失合計 133,921 3,745

税金等調整前当期純利益 567,166 778,902

法人税、住民税及び事業税 66,620 179,515

法人税等調整額 △53,485 942

法人税等合計 13,135 180,457

少数株主損益調整前当期純利益 554,030 598,444

当期純利益 554,030 598,444
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（連結包括利益計算書） 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成25年３月20日) 

少数株主損益調整前当期純利益 554,030 598,444

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 175,161 155,683

繰延ヘッジ損益 11,033 8,601

為替換算調整勘定 △44,653 107,712

その他の包括利益合計 141,541 271,998

包括利益 695,572 870,443

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 695,572 870,443
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（３）連結株主資本等変動計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成25年３月20日) 

株主資本   

資本金   

当期首残高 3,373,552 3,373,552

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 3,373,552 3,373,552

資本剰余金   

当期首残高 2,951,143 2,951,143

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 2,951,143 2,951,143

利益剰余金   

当期首残高 1,339,861 1,893,892

当期変動額   

剰余金の配当 － △72,510

当期純利益 554,030 598,444

当期変動額合計 554,030 525,934

当期末残高 1,893,892 2,419,826

自己株式   

当期首残高 △510,121 △510,121

当期変動額   

当期変動額合計 － －

当期末残高 △510,121 △510,121

株主資本合計   

当期首残高 7,154,435 7,708,466

当期変動額   

剰余金の配当 － △72,510

当期純利益 554,030 598,444

当期変動額合計 554,030 525,934

当期末残高 7,708,466 8,234,400
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成25年３月20日) 

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金   

当期首残高 △271,694 △96,533

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 175,161 155,683

当期変動額合計 175,161 155,683

当期末残高 △96,533 59,150

繰延ヘッジ損益   

当期首残高 △2,245 8,788

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 11,033 8,601

当期変動額合計 11,033 8,601

当期末残高 8,788 17,390

為替換算調整勘定   

当期首残高 △353,046 △397,699

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） △44,653 107,712

当期変動額合計 △44,653 107,712

当期末残高 △397,699 △289,987

その他の包括利益累計額合計   

当期首残高 △626,986 △485,444

当期変動額   

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 141,541 271,998

当期変動額合計 141,541 271,998

当期末残高 △485,444 △213,446

純資産合計   

当期首残高 6,527,448 7,223,021

当期変動額   

剰余金の配当 － △72,510

当期純利益 554,030 598,444

株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 141,541 271,998

当期変動額合計 695,572 797,933

当期末残高 7,223,021 8,020,954
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成25年３月20日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 567,166 778,902

減価償却費 469,348 435,522

のれん償却額 108,864 108,864

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,544 △157

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,100 35,820

退職給付引当金の増減額（△は減少） 79,422 25,725

受取利息及び受取配当金 △23,739 △21,211

支払利息 142,376 110,878

有形固定資産売却損益（△は益） △378 △135

有形固定資産除却損 327 3,706

投資有価証券売却益 － △354

投資有価証券売却損 － 32

投資有価証券評価損益（△は益） 121,289 6

売上債権の増減額（△は増加） △396,683 581,160

その他の資産の増減額（△は増加） 11,437 4,473

たな卸資産の増減額（△は増加） 282,023 136,173

仕入債務の増減額（△は減少） △67,148 △170,418

その他の負債の増減額（△は減少） 201,780 111,230

小計 1,566,730 2,140,221

利息及び配当金の受取額 24,279 21,220

利息の支払額 △148,738 △110,158

法人税等の支払額 △42,582 △86,803

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,399,688 1,964,480

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △1,046,298 △1,833,799

定期預金の払戻による収入 1,046,297 1,833,798

投資有価証券の取得による支出 △7,008 △35,644

投資有価証券の売却による収入 200,000 24,990

有形固定資産の取得による支出 △60,608 △220,048

有形固定資産の売却による収入 892 146

無形固定資産の取得による支出 △22,923 △21,414

貸付けによる支出 △3,300 －

貸付金の回収による収入 5,555 3,284

その他の支出 △7,452 △2,145

その他の収入 39,969 10,817

投資活動によるキャッシュ・フロー 145,125 △240,015
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(自 平成23年３月21日 
 至 平成24年３月20日) 

当連結会計年度 
(自 平成24年３月21日 
 至 平成25年３月20日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △570,000 △1,380,000

リース債務の返済による支出 △59,135 △36,986

長期借入れによる収入 2,013,996 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △2,841,851 △1,234,790

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 △100,000 －

配当金の支払額 － △72,510

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,456,990 △1,624,287

現金及び現金同等物に係る換算差額 △628 7,847

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 87,195 108,025

現金及び現金同等物の期首残高 286,483 373,678

現金及び現金同等物の期末残高 373,678 481,704
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 該当事項はありません。  

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

 当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日）を適用しております。 

  

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

当社グループは、提供する商品、サービス等により「オート機器事業」「情報機器事業」「生活機器事業」

「住設機器事業」「その他の事業」の５つを報告セグメントとしております。 

「オート機器事業」は、門型洗車機、高圧洗車洗浄機、灯油配送ローリー、各種オイル交換機等の製造、販

売を行っております。 

「情報機器事業」は、道路情報表示機器、ＬＥＤ表示機、工事用表示機等の製造、販売を行っております。

「生活機器事業」は、農産物低温貯蔵庫、米保管庫、パン焼き機・餅つき機などの家庭用電気機器等の製

造、販売を行っております。 

「住設機器事業」は、木・アルミ複合サッシ、反射板式消音装置等の製造、販売を行っております。 

「その他の事業」は、保険代理業、不動産管理・賃貸業、ホテル業を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法 

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方

法と同一であります。 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。   

（５）継続企業の前提に関する注記

（６）追加情報

（７）連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等）

ａ．セグメント情報
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報 

前連結会計年度（自 平成23年３月21日 至 平成24年３月20日） 

(単位：千円)

  

当連結会計年度（自 平成24年３月21日 至 平成25年３月20日） 

(単位：千円)

  

  

報告セグメント 

調整額 合計額 
オート機器 

事業 
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計 

売上高                 

外部顧客への売上高 9,809,522  2,843,539 4,529,101 1,486,855 155,233  18,824,252 － 18,824,252

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
20,222  20,218 271,380 54,517 133,922  500,261  △500,261 －

計 9,829,745  2,863,758 4,800,482 1,541,372 289,155  19,324,513  △500,261 18,824,252

セグメント利益又は

損失（△） 
1,271,286  △191,448 415,803 6,739 37,477  1,539,857  △767,262 772,595

セグメント資産 6,162,274  2,550,108 5,812,580 1,270,667 1,135,078  16,930,709  3,286,510 20,217,219

その他の項目                 

減価償却費 115,404  48,044 216,474 3,694 48,986  432,604  36,744 469,348

のれん償却額 38,451  7,850 29,227 33,335 －  108,864 － 108,864

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
36,635  35,969 19,936 532 1,893  94,966  2,685 97,652

  

報告セグメント 

調整額 合計額 
オート機器 

事業 
情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計 

売上高                 

外部顧客への売上高 10,287,707  2,733,946 4,044,123 1,610,050 149,043  18,824,871 － 18,824,871

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
9,744  33,235 309,683 11,619 133,307  497,590  △497,590 －

計 10,297,452  2,767,182 4,353,806 1,621,669 282,351  19,322,462  △497,590 18,824,871

セグメント利益又は

損失（△） 
1,260,326  34,191 319,705 37,690 29,077  1,680,991  △810,809 870,182

セグメント資産 5,870,526  2,443,902 5,329,462 1,344,608 1,136,632  16,125,131  3,516,176 19,641,308

その他の項目                 

減価償却費 116,579  58,248 171,736 2,648 47,097  396,309  39,212 435,522

のれん償却額 38,451  7,850 29,227 33,335 －  108,864 － 108,864

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
43,515  39,872 117,309 10,226 33,695  244,618  30,725 275,344
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容（差異調整に関する事項） 

(単位：千円)

  

(単位：千円)

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

(単位：千円)

（注）全社資産は、主に報告セグメントに帰属しない現金及び預金、投資有価証券及び管理部門に係る資産等でありま

す。  

(単位：千円)

（注）１．減価償却費の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない固定資産の減価償却費であります。  

２．有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない有形固定資産及び無形

固定資産であります。 

  

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計  19,324,513  19,322,462

セグメント間取引消去  △500,261  △497,590

連結財務諸表の売上高  18,824,252  18,824,871

利益 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計  1,539,857  1,680,991

セグメント間取引消去  41,741  27,499

全社費用（注）  △809,004  △838,308

連結財務諸表の営業利益  772,595  870,182

資産 前連結会計年度 当連結会計年度 

報告セグメント計  16,930,709  16,125,131

セグメント間取引消去  △12,366  △14,166

全社資産（注）  3,298,876  3,530,343

連結財務諸表の資産合計  20,217,219  19,641,308

その他の項目 

報告セグメント計 調整額 連結財務諸表計上額 

前連結会

計年度 

当連結会

計年度 

前連結会

計年度 

当連結会

計年度 

前連結会

計年度 

当連結会

計年度 

減価償却費（注）１． 432,604 396,309 36,744  39,212  469,348 435,522

有形固定資産及び無形固定資産の増加額 

（注）２． 
94,966 244,618 2,685  30,725  97,652 275,344
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前連結会計年度（自平成23年３月21日  至平成24年３月20日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

(単位：千円)

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

  

(2）有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

連結損益計算書の売上高の10％を占める取引先がないため、記載を省略しております。 

  

当連結会計年度（自平成24年３月21日  至平成25年３月20日） 

１．製品及びサービスごとの情報 

(単位：千円)

  

２．地域ごとの情報 

(1）売上高 

本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

  

(2）有形固定資産 

本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、

記載を省略しております。 

  

３．主要な顧客ごとの情報 

連結損益計算書の売上高の10％を占める取引先がないため、記載を省略しております。 

  

前連結会計年度（自平成23年３月21日  至平成24年３月20日） 

該当事項はありません。 

  

当連結会計年度（自平成24年３月21日  至平成25年３月20日） 

該当事項はありません。 

  

ｂ．関連情報

  オート機器事業 情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

外部顧客への売上高  9,809,522 2,843,539 4,529,101 1,486,855  155,233 18,824,252

  オート機器事業 情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

外部顧客への売上高  10,287,707 2,733,946 4,044,123 1,610,050  149,043 18,824,871

ｃ．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報
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前連結会計年度（自平成23年３月21日  至平成24年３月20日） 

(単位：千円)

  

当連結会計年度（自平成24年３月21日  至平成25年３月20日） 

(単位：千円)

  

前連結会計年度（自平成23年３月21日  至平成24年３月20日） 

該当事項はありません。  

  

当連結会計年度（自平成24年３月21日  至平成25年３月20日） 

該当事項はありません。 

  

  

 （注）１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

該当事項はありません。  

  

ｄ．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

  オート機器事業 情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

当期償却額  38,451 7,850 29,227 33,335 － 108,864

当期末残高  346,062 70,651 263,047 486,146 － 1,165,907

  オート機器事業 情報機器事業 生活機器事業 住設機器事業 その他の事業 計

当期償却額  38,451 7,850 29,227 33,335 － 108,864

当期末残高  307,611 62,801 233,819 452,810 － 1,057,042

ｅ．報告セグメントごとの負ののれんの償却額及び未償却残高に関する情報

（１株当たり情報）

前連結会計年度 
（自 平成23年３月21日 
至 平成24年３月20日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年３月21日 
至 平成25年３月20日） 

１株当たり純資産額 円07銭498

１株当たり当期利益金額 円 銭38 20

１株当たり純資産額 円09銭553

１株当たり当期利益金額 円 銭41 27

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

  
前連結会計年度 

（自 平成23年３月21日 
至 平成24年３月20日） 

当連結会計年度 
（自 平成24年３月21日 
至 平成25年３月20日） 

１株当たり当期純利益金額     

当期純利益（千円）  554,030  598,444

普通株主に帰属しない金額（千円）  －  －

普通株式に係る当期純利益（千円）  554,030  598,444

期中平均株式数（千株）  14,502  14,502

（重要な後発事象）
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（１）役員の異動 

①代表者の異動  

該当事項はありません。 

  

②その他の役員の異動  

新任監査役候補 

 (非常勤）社外監査役  廣中 龍蔵（現 株式会社ドッツ 代表取締役） 

  

退任予定監査役 

 (非常勤）社外監査役  平栗 正之 

 (非常勤）社外監査役  青木 元吉 

  

③就任予定日 

  平成25年６月18日   

  

（２）その他 

該当事項はありません。  

４．その他
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